
令和 7 年度 保育所の自己評価 

社会福祉法人若水会  南大泉にじのいろ保育園 

 

本園の保育全般について総合的に自己評価しその結果を公表するとともに、評価の結果を踏まえ、専門

性の向上や保育実践の改善に取り組み、より良い保育を提供できるよう努めてまいります。 

 

【評価】A：十分に取り組んでいる、B：概ね取り組んでいる 、C：取り組んでいるが十分ではない 

 項目 評価 取り組み状況 

１ 
子どもの理解と 

関わり 
A 

・毎月クラス会議、部署会議、乳児会議、幼児会議等で子どもの

姿を認め、共有している。 

・作業療法士の現場指導、区の巡回支援、保育所訪問支援事業等

で外部の専門家の指導を受け、様々な個性を持つ子どもの育ち

の理解に努めている。 

２ 
保育の環境構成 

（人・もの・場所） 
B 

・法人研修でチャイルドビジョンを実施し、子ども目線での環境

構成に留意している。毎月子どもの姿に合わせて遊具環境を整

えている。 

・事故検証では、各自の振り返りを実施し、園全体で共有、職員

の共通理解を図る会議を行った。不足していたマニュアルの作

成や環境改善に取り組んでいる。 

３ 
在園家庭との連携と 

子育て支援 
B 

・0～2歳児は毎月の「成長の記録」、3～5歳児は行事前のドキュ

メンテーションの配布、配信で、子どもの成長を共有。 

・懇談会（年２回）、個人面談実施（年１回）、保育士体験実施

（4.5歳児）、連絡帳アプリでの個別相談を通して、保護者との

連携を図っている。 

・保護者から園の対応についてご意見があり、保護者支援の基本

姿勢の改善に努めている 

４ 
地域との連携と 

子育て支援 
B 

・家庭福祉員との連携。近隣施設（農園、図書館、花屋、高齢者

施設）等と交流。学区内小学校、学童施設と連携。 

・子育てひろばを月１回実施。練馬カフェオンライン実施。 

一時保育と誰でも通園制度の０歳児実施。保育所体験の実施。 

５ 

 
職員の資質向上 B 

・園内勉強会の実施し、実践に役立つ学びの機会を各専門職や役

職リーダーが実施。 

・法人研修の参加、姉妹園訪問での学びの場 

・外部研修に参加し、資質向上に努めている。 

６ 運営・体制の整備 B 

・ＩＣＴ化の整備。 

・専門職は、法人内専門職会議実施 

・各プロジェクトでの役割分担 

 

【総評】 

 乳児期の育児担当制を経て、友だち同士育ち合う幼児期へと連続性をもった集団の育ちに繋がってい

る。その中で、多様な個性を持つ子どもたちの援助が課題となっているが、専門家、家庭と連携しあい、

子どもを真ん中に話し合う関係づくりを目指している。園全体で子どもを見ていくことを大切にしている

為、話し合いを大切にしている。 



 

【今後取り組むべき課題】 

・園の危機管理の向上、環境整備 

・戸外活動の充実  


